
保存・
公開する
データ

データの
公開・共有

適切なデータ管理の実施

【方針・計画】
リポジトリ

【データインフラ】

機関リポジトリ
<大学等>

分野別リポジトリ
＜国研・学協会等＞

研究データ管理等のための研修などにより、
研究者や研究支援者の理解を促進

（RDMトレーニングツールの活用推奨）

研究支援
職員

【データ活用】

「知の源泉」
の構築

連
携

連
携

エビデンス
システム

Society 5.0
データ
連携基盤

大学・研究
開発法人等

行政

産業界

市民社会

＜大学・企業等の研究者＞
データマネジメント

プラン策定
(研究プロジェクト毎)

＜国立研究開発法人＞
データポリシー策定
（法人別・部門別）

＜各府省・
資金配分機関＞

競争的研究費による
研究実施者がデータ
管理を適切に行う仕
組みを、各競争的研
究費制度に導入

＜内閣府＞
国研のデータポリシー
策定を促進するガイド
ラインを策定

＜内閣府＞
国際認証基準
等に基づく、
リポジトリの
整備・運用ガ
イドラインを
作成し、適用
を推奨

＜文部科学省＞
機関リポジトリに
おける研究データ
の管理・公開・検
索を促進するため
のシステムを開発

オープン・アンド・
クローズ戦略

オープンサイエンスのためのデータ基盤の整備
・ 国益や研究分野の特性等を踏まえて、オープン・アンド・クローズ戦略 を考慮し、サイバー空間上での研究データ の保存・管理に取り組み、諸外国の研究
データ基盤とも連携して巨大な「知の源泉」を構築し、あらゆる者が研究成果を幅広く活用

・ その結果、所属機関、専門分野、国境を越えた新たな協働による知の創出が加速

諸外国の研究
データ基盤

機械判読可能性
及び

相互運用性の確保

研究者
【人材育成・
実態把握】

オープンサイエンスに関する実態調査

連携

資料 国際的動向を踏まえたオープン
サイエンスの推進に関する検討会（第 回）
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